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１． 梱包内容 

下記の通り、梱包内容をご確認下さい。 

 

 

 

 

 

 

２． 各部の名称について 

 

上面     側面 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

３． 接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度は、ＡＳ－ＫＥＹＥＲ２をお買い求め頂き、ありがとうございます。 

取り扱いに関しましては、この取り扱い説明書をよくお読み下さい。 

MODE スイッチ 

SPEED 調整ダイヤル 

チャンネルボタン 

電源スイッチ 

リグ出力端子 

スピーカー出力端子 

パドル入力端子 

電源ランプ 

① 

② 

③ 

AS-KEYER2 本体 単四電池×2 本 取扱説明書×1 部 
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①リグ出力端子（ＯＵＴ－ＲＩＧ）と無線機のＫＥＹ端子を接続して下さい。この端子は、ＭＯＳ－ＦＥＴリ

レーを使用しています。２Ｐプラグの極性は特に気にする必要はありません。 

 ３．５φのモノラルケーブルまたは、ステレオケーブルをご用意下さい。 

②スピーカー出力端子（ＳＰＫ－ＯＵＴ）にスピーカーを繋ぐ事で、音として確認する事ができます。 

 スピーカーの音量については、スピーカーの音量調整を参照して下さい。 

 ３．５φのモノラルケーブルまたは、ステレオケーブルをご用意下さい。 

③パドル入力端子（ＩＮ－ＫＥＹ）とパドルを接続して下さい。 

ＡＳ－ＫＥＹＥＲ２側の３Ｐプラグの配線は、右記の図を参照して下さい。 

プラグ径は３．５φになります。 

 

 

４． 電源投入とセーブ機能 

 

 

 

 

電源スイッチをＯＮにします。上がＯＮで下がＯＦＦです。電源がＯＮになると、上面のＬＥＤが緑色に点灯

します。 

ＡＳ－ＫＥＹＥＲ２には、電池のセーブ機能がついています。キーイングが無く再生も行っていない状態が約

３０秒続くとセーブモードとなり、ＬＥＤが消灯され、殆ど電流を消費しなくなります。 

セーブモードから通常動作モードへの復帰は、キーイングするかＡまたはＢボタンが押されると自動的に行わ

れます。キーイング中など通常動作の使用時では、このモードを意識する必要はございません。 

但し、運用が終わりましたら、必ず電源スイッチのＯＦＦを忘れないようにして下さい。 

 

５． 通常のキーヤーとしての使用方法 

ＭＯＤＥスイッチをＨＯＭＥ（中央）にして下さい。 

キーイングしてお好みのＳＰＥＥＤに調整して下さい。 

ＳＰＥＥＤの可変範囲は、４０～１５０文字／分です。 

ウェイトについてはウェイトの調整を参照して下さい。 

 

 

 

６． ＳＥＭＩキーヤーとしての使用方法 

ＭＯＤＥスイッチをＳＥＭＩにすると短点のみがキーヤーとし

て機能します。一般に言われるエレクトリックバグキーとしての

動作となります。ＴＵＮＥの代わりとしても使用できます。また、

ＭＯＤＥスイッチがＳＥＭＩの状態でＡボタンとＢボタンを同

時に押している間は、ＴＵＮＥ動作（連続ＯＮ）となります。 
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７． メモリ機能の使い方 

 

①メモリ容量について 

ＡＳ－ＫＥＹＥＲ２は、２チャンネルのメモリエリア（Ａ・Ｂ）に１０００Bits の情報を保存・再生すること

が出来ます。Bits とは、長点・短点とそれに続く短スペースを 1Bit と数えます。また、文字間やワード間ス

ペースは短スペースを 1Bit とし数えます。文字間の１長スペースは、３短点ですがそのうち 1 つは文字の方

に含まれるので、2Bits となります。 

 

（例） 
CQ CQ CQ DE 7N4QAZ 7N4QAZ 7N4QAZ PSE K 
 
[C] －・－・ 4Bits 

文字間スペース 2Bits 

[Q] － －・－ 4Bits 

ワード間スペース 5Bis 

[K]までで合計 187Bits、更にリピートまでの空白は任意。 

リピート再生をする場合のリピート間隔時間は、上記例の最後の「K」以降のスペースの時間が対応します。 

 

②保存（REC）手順 

ＭＯＤＥスイッチをＲＥＣ（左側）に切り替え、指定チャンネル（Ａ

またはＢ）のボタンを長押し（約２秒）します。ＲＥＣモードに切り

替わるとチャンネルに対応するモールス信号（ト・ツーまたはツー・

ト・ト・ト）が鳴ります。保存する内容をキーイングします。実際の

データは最初にキーイングした時点から保存を開始します。 

入力が終わりましたらＭＯＤＥスイッチをＨＯＭＥ（中央）に戻して

ください。「Ｒ」のモールス信号（ト・ツー・ト）が鳴れば正常に保存完了です。 

最後にキーイングしてから、ＭＯＤＥスイッチをＨＯＭＥに戻すまでの時間が、リピート再生時のリピート間

隔となります。電源を一度切っても内容は保存されています。 

 

③再生（PLAY）手順 

ＭＯＤＥスイッチをＨＯＭＥ（中央）の状態で、指定チャンネル（Ａ

またはＢ）のボタンを押す事で、１回のみ再生します。 

ＭＯＤＥスイッチを切り替えたり、パドルからのキーイングを行う事

で再生を中断します。 

 

 

④リピート再生（PRT）手順 

ＭＯＤＥスイッチをＰＲＴ（左側）の状態で、指定チャンネル（Ａま

たはＢ）のボタンを押す事で、繰り返し再生します。 

ＦＵＮＣスイッチを切り替えたり、パドルからのキーイングを行う事

で再生を中断します。 

 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・    ・・・—・・・—・・・—・・・—            ・－・－・－・－            －・－・－・－・    ・・・・・・・・    －・－・－・－・－・－・－・－・    ・・・・            ・・・・・・・・・・・・・・・・    ・－・－・－・－    ————    ————            ・－・・・－・・・－・・・－・・    ・・・・・・・・    ・・－・・・－・・・－・・・－・    ・・・・    

 



4 
 

８． ウェイトの調整 

 

側面の２つのネジを外し、上蓋を取り外します。 

ウェイトの調整は、２．５／３．０（出荷時）／３．５／

４．０の４種類が選べます。変更する場合は、上蓋を取り

外し、図のジャンパー部分をした表を参照に設定して下さ

い。 

ウェイト JP1 JP2 

２．５ OPEN OPEN 

３．０ SHORT SHORT 

３．５ SHORT OPEN 

４．０ OPEN SHORT 

OPEN ジャンパーを外した状態 

SHORT ジャンパーを付けた状態 

 

９． スピーカー音量の調整 

 

側面の２つのネジを外し、上蓋を取り外します。 

右記写真の白丸部分のボリュームをプラスドライバーで

回して下さい。右に回すと音は大きくなり、左に回すと音

は小さくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０． 電池の交換 

側面の２つのネジを外し、上蓋を取り外します。 

新しい電池を装着する場合は、極性に十分注意して下さい。

プラス側（文字が書いてある面）が見える状態で取り付け

て下さい。 

 

電池：単四電池×2 本 

 

 

※取り扱い説明書に記載されていないスイッチやジャンパーは変更しないで下さい。 

JP1 JP2 
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製品保証規定 

� この製品保証規定は、製品保証書に明記した期間内において、取扱説明書などにし

たがった正常な使用をしていたにもかかわらず故障が発生した場合に、無償修理を

お約束するものです。 

� 無償保証の期間は、お買い上げより１年間とさせていただきます。 

� 保証期間内の無償修理は、故障製品を弊社までお送りいただき、修理完了品また

は代替品をお客様に返送することとします。取扱説明書に記載された「お問い合せ

先」まで故障製品を製品保証書と共に送付してください。送料はそれぞれ送付元負

担とさせていただきます。 

� 保証期間内であっても次の事項に該当する場合は、無償修理の適用外とさせてい

ただきます。 

１．使用上の誤りまたは不当な修理改造によって生じた故障・破損 

２．お買い上げ後の輸送、移動、落下によって生じた故障・破損 

３．火災、地震、水害、落雷、その他の天変地異、公害、塩害、以上 

  電圧など外部要因によって生じた故障・破損 

４．車両、船舶などに搭載されたことによって生じた故障・破損 

５．製品保証書の提示がない場合 

６．製品保証書に所定事項の記入がない場合、または字句を不当に 

  書き換えられた場合 

� 修理によって交換された代替品、不良部品の所有権は弊社に帰属するもとします。 

� 製品保証書規定は、本製品についてのみ無償修理をお約束するもので、本製品の

故障または使用によるその他の損害については、弊社はその責を一切追わないも

のとします。 

� 製品保証書は、日本国内のみ有効です。 

� 製品保証書は再発行いたしませんので、紛失しないように大切に保管してください。 

製品保証書（１年保証） 

この製品保証書は、株式会社アサップシステムが定める製品保証規定（左

面）に基づき、製品の無償修理をお約束するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品名 AS-KEYER2 

シリアル番号 

お買い上げ日     年     月     日 

販売店様印 

お問い合わせ先 

〒198-0042 東京都青梅市東青梅 2-18-5 セトル東青梅 109 

株式会社アサップシステム 

TEL 0428(78)4095 / FAX 0428(78)4096 

E-Mail  sales@asap-sys.co.jp 

   ホームページ  http://www.asap-sys.co.jp 

お問い合わせは、電子メールまたは FAX でも受け付けております。 


